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議案第 3号 副町長の選任につき同意を求めることにつ
いて － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第 4号 平成24年度御嵩町一般会計予算について － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ◎

議案第 5号 平成24年度御嵩町国民健康保険特別会計予
算について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第 6号 平成24年度御嵩町後期高齢者医療特別会計
予算について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第 7号 平成24年度御嵩町介護保険特別会計予算に
ついて － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第 8号 平成24年度御嵩町下水道特別会計予算につ
いて － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第 9号 平成24年度御嵩町水道事業会計予算につい
て － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第10号 平成23年度御嵩町一般会計補正予算（第 5
号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第11号 平成23年度御嵩町国民健康保険特別会計補
正予算（第 3号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第12号 平成23年度御嵩町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第 2号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第13号 平成23年度御嵩町介護保険特別会計補正予
算（第 3号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第14号 平成23年度御嵩町下水道特別会計補正予算
（第 4号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第15号 御嵩町交通安全対策会議条例の一部を改正
する条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第16号 御嵩町町税条例の一部を改正する条例の制
定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第17号 御嵩町基金条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

平成24年平成24年　　第1回定例会　第1回定例会　
一般会計当初予算・特別会計当初予算可決一般会計当初予算・特別会計当初予算可決

平成24年第 1回定例会は平成24年２月29日に開会し、３月16日までの17日間を会期として開催
しました。
提出案件は、平成24年度一般会計・特別会計予算、平成23年度一般会計・特別会計補正予算、条
例の制定、条例の一部改正、指定管理者の指定などが上程され、それぞれ原案のとおり可決しました。
一般質問には町政の諸問題について６名の議員が登壇しました。

議案の審議結果議案の審議結果

【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定
　　　　　●…否決、不承認、不認定
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議案第18号 御嵩町立公民館の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第19号 御嵩町中山道みたけ館設置条例の一部を改
正する条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第20号 御嵩町介護保険条例の一部を改正する条例
の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第21号 御嵩町分担金徴収条例の一部を改正する条
例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第22号 みたけのええもん審査委員会設置条例の制
定について － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第23号 御嵩町公共下水道事業受益者負担金に関する
条例の一部を改正する条例の制定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第24号 指定管理者の指定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第25号 町道の路線変更について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第26号 岐阜県後期高齢者医療広域連合規約の一部を
改正する規約の制定に関する協議について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

平成24年度　当初予算平成24年度　当初予算

会　計　名 予算額 対前年度増減率（％）

議案第4号 平成24年度御嵩町一般会計予算について 62億7,400万円 △ 1.0 賛成多数で可決
※（討論あり）

議案第5号 平成24年度御嵩町国民健康保険特別会計予
算について 19億8,800万円 1.2 賛成全員で可決

議案第6号 平成24年度御嵩町後期高齢者医療特別会計
予算について 1億6,700万円 1.2 賛成全員で可決

議案第7号 平成24年度御嵩町介護保険特別会計予算に
ついて 12億7,300万円 3.6 賛成全員で可決

議案第8号 平成24年度御嵩町下水道特別会計予算につ
いて 8億6,300万円 15.1 賛成全員で可決

議案第9号 平成24年度御嵩町水道事業会計予算につい
て 11億1,200万円 67.2 賛成全員で可決

【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定
　　　　　●…否決、不承認、不認定

※議案第４号の討論内容

《反対》
11 番　岡本　隆子　議員
・公共交通を総合的にどう考えていくのか見えてこない。名鉄支援はH24までと後ろが決まっているのに、対
応の遅れがエコバス試験運行の１年延長になっているため反対。

《賛成》 
７番　加藤　保郎　議員
・エコバスは、ふれあいバスとの全体的な公共バスの運行等の施策の中で、今後も企業との連携を図っていける
ので賛成。
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平成平成23年23年度　補正予算のあらまし度　補正予算のあらまし  （単位：千円）（単位：千円）

平成平成2323年度　補正予算年度　補正予算

条　　例条　　例

議案第10号 平成23年度御嵩町一般会計補正予算（第５
号）について

各事業における額の確定及び精
査等に伴うもの 賛成全員で可決

議案第11号 平成23年度御嵩町国民健康保険特別会計補
正予算（第３号）について

各事業における額の確定及び精
査等に伴うもの 賛成全員で可決

議案第12号 平成23年度御嵩町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第２号）について

各事業における額の確定及び精
査等に伴うもの 賛成全員で可決

議案第13号 平成23年度御嵩町介護保険特別会計補正予
算（第３号）について

各事業における額の確定及び精
査等に伴うもの 賛成全員で可決

議案第14号 平成23年度御嵩町下水道特別会計補正予算
（第４号）について

各事業における額の確定及び精
査等に伴うもの 賛成全員で可決

会　計　名 補正前予算 補正額 補正後予算

議案第10号関連 一般会計補正予算（第 5号） 7,106,436 47,678 7,154,114

議案第11号関連 国民健康保険特別会計補正予算（第 3号） 2,055,748 △39,888 2,015,860

議案第12号関連 後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号） 171,468 109 171,577

議案第13号関連 介護保険特別会計補正予算（第 3号）
保険事業勘定 1,238,366 40,331 1,278,697

議案第13号関連 介護保険特別会計補正予算（第 3号）
介護サービス事業勘定 4,487 195 4,682

議案第14号関連 下水道特別会計補正予算（第 4号） 812,100 0 812,100

議案第15号 御嵩町交通安全対策会議条例の一部を改正
する条例の制定について

交通安全対策法の一部改正が行
われたことに伴い関係する町条
例の一部を改正するもの

賛成全員で可決

議案第16号 御嵩町町税条例の一部を改正する条例の制
定について

地方税に関する法律の一部改正
が行われたことに伴い関係する
町条例の一部を改正するもの

賛成全員で可決

議案第17号 御嵩町基金条例の制定について
14ある基金条例を、管理及び運
用をより確実なものとするため
一本化するもの

賛成全員で可決

議案第18号 御嵩町立公民館の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

地方主権改革に伴い社会教育法
の一部改正が行われたことによ
り関係する町条例の一部を改正
するもの

賛成全員で可決

議案第19号 御嵩町中山道みたけ館設置条例の一部を改
正する条例の制定について

地方主権改革に伴い図書館法の
一部改正が行われたことにより
関係する町条例の一部を改正す
るもの

賛成全員で可決

人　　事人　　事

議案第3号 副町長の選任につき同意を求めることにつ
いて

平成24年３月31日に任期が満了
するため、副町長の選任について
議会の同意を求めるもの

賛成全員で可決



 －5－ みたけ議会だより （平成24年5月15日号）

その他の議案その他の議案

諸般の報告（議長報告）諸般の報告（議長報告）

議案第20号 御嵩町介護保険条例の一部を改正する条例
の制定について

所得段階別保険料率の改正を行
うもの 賛成全員で可決

議案第21号 御嵩町分担金徴収条例の一部を改正する条
例の制定について

県が進めている仮称　震災対策
ため池整備事業に対応するため
に町条例の一部を改正するもの

賛成全員で可決

議案第22号 みたけのええもん審査委員会設置条例の制
定について

御嵩町を代表する特産品を広く
町内外へ周知するため、審査を行
う審査委員会の設置をするもの

賛成多数で可決
※（討論あり）

議案第23号
御嵩町公共下水道事業受益者負担金に関す
る条例の一部を改正する条例の制定につい
て

受益者負担金の延滞金利率を都
市計画法の規定に定められてい
る利率に改正するもの

賛成全員で可決

※議案第22号の討論内容

《反対》
７番　加藤　保郎　議員
・みたけのええもん審査委員会設置の前に、まず、特産品開発普及協議会の活動支援などを活発的に行うべきな
ので反対。

８番　伊崎　公介　議員
・特産品開発普及協議会のバックアップをしっかりして、特産品をつくり、アピールし販売することが大事であ
るので反対。

《賛成》
１番　高山　由行　議員
・協議会のメンバーとは別の人たちが、審査委員となり改めて特産品の認定、開発をバックアップできるので賛成。
12 番　佐谷　時繁　議員
・みたけのええもん審査委員会の設置は、世間に対し一歩でも二歩でもアピールする力強い対応ができるので賛
成。

議案第24号 指定管理者の指定について

中児童館及び伏見児童館の指定
管理者による管理運営が平成24
年３月 31 日に終了するため、
４月１日以降の指定管理者を指
定するもの

賛成全員で可決

議案第25号 町道の路線変更について 町道の路線を道路法の規定によ
り変更するもの 賛成全員で可決

議案第26号
岐阜県後期高齢者医療広域連合規約の一部
を改正する規約の制定に関する協議につい
て

住民基本台帳法、入管法の一部
改正が行われたことにより、規
約の一部改正が必要となるもの

賛成全員で可決

報告第1号 岐阜県建設技術協会の要望書 岐阜県建設技術協会

報告第2号 「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書採択を
求める陳情

アジアと日本の平和と安全を守る岐阜県
フォーラム

報告第3号 常任委員会所管事務調査報告書 民生文教常任委員会
総務建設産業常任委員会

報告第4号 現金出納検査結果報告 （平成23年11月分から平成24年1月分）
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議案第1号 工事請負契約の締結について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第2号 可児市道路線の認定の承諾の一部変更につ
いて － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案の審議結果議案の審議結果

平成24年平成24年　　第1回臨時会第1回臨時会
平成24年2月10日に、平成24年第 1回臨時会を開会しました。平成24年2月10日に、平成24年第 1回臨時会を開会しました。
上程議案が２件と報告案件１件（町長報告）がありました。上程議案が２件と報告案件１件（町長報告）がありました。

【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定
　　　　　●…否決、不承認、不認定

民生文教常任委員会では、平成24年１月27日（金）に福祉・教育関連施設を訪問し、各施設の現状確認並びに問
題点についてを目的として視察を行いました。

【訪問先】
みたけ会館　ふらっとハウス　みたけ健康館　あっと訪夢　伏見児童館　ぽっぽ館　あゆみ館　中児童館
B&G海洋センター　中山道みたけ館　中山道御嶽宿商家竹屋　オアシス教室

□施設訪問の様子

民生文教常任委員会施設訪問民生文教常任委員会施設訪問

その他の議案その他の議案

諸般の報告（町長報告）諸般の報告（町長報告）

議案第1号 工事請負契約の締結について 町道井尻大久後線復旧工事の仮
契約によるもの 賛成全員で可決

議案第2号 可児市道路線の認定の承諾の一部変更につ
いて

平成23年第４回定例会で議決を
した可児市道路線の認定の承諾
について、その内容に一部誤り
があったため変更するもの

賛成全員で可決

報告第1号 専決処分の報告について（損害賠償の額）



1　加藤　保郎　議員 …………８ページ 
○下水道料金について
○総合計画後期基本計画策定について

2　大沢　まり子　議員 ………９ページ
○胆道閉鎖症について
○福祉施設について

3　高山　由行　議員 ……… 10 ページ
○防災行政について
○公共施設の（建物関係）改修について
○住宅リフォーム助成事業について

4　佐谷　時繁　議員 ……… 11 ページ
○役場職員の駐車場の有料化について
○公共料金などの滞納の取り扱いについて

5　伊崎　公介　議員 ……… 12 ページ
○緑の分権改革のその後
○減額された企業誘致奨励金をどう活用するか

6　岡本　隆子　議員 ……… 13 ページ
○わいわい館について
○名鉄広見線について

平成24年　第1回定例会

そこが知りたいそこが知りたい
一般質問は3月7日に行われ、6人の議員が活発な質問をしました。

一般質問の「問・答」は、質問議員本人の文

責です。一般質問のページに掲載した内容につ

いて、議員に直接連絡がつかない場合は、ご質

問の内容、お名前、連絡先（住所、電話番号等）

を添えて、議会事務局まで書面にてお届けくだ

されば、各議員に連絡いたします。

文責についてお知らせ

一
般
質
問

 －7－ みたけ議会だより （平成24年5月15日号）

あなたも議会を傍聴しませんか
議会では、町民の皆様の暮らしに密着した重

要な問題が審議されます。

所定の受付簿に住所、氏名等を記入し、傍聴

券の交付を受けることにより、町議会を傍聴す

ることができます。お気軽にお越しください。

くわしくは、議会事務局までお問い合わせく

ださい。

☎ 67-2111（内線 2252）

インターネットで議会の情報が閲覧できます
議会だより、議会の議事録等がインターネットで閲覧できます。

（なお、議事録は、作成・確認作業の為、掲載まで若干の期間を
要します。）
御嵩町ホームページのトップ画面の下の方にあるサービスガイ
ドの広報の欄にある「議会情報」をクリックしてください。

www.town.mitake.gifu.jp/index.cfm
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下
水
道
料
金
（
井

戸
水
を
使
用
し
て
い
る

場
合
の
使
用
料
の
算
定
）

岐
阜
市
で
、
井
戸
水

を
使
用
し
て
い
る
世
帯

の
下
水
道
料
金
の
違
法

な
状
況
が
あ
る
と
の
裁

判
で
の
判
決
が
あ
っ
た
。

御
嵩
町
で
も
同
様
の
事

例
等
が
存
在
す
る
が
、

認
定
基
準
汚
水
量
の
算

定
の
根
拠
を
説
明
で
き

る
か
が
問
題
で
あ
る
。

①
水
道
水
以
外
の
使
用

に
よ
る
世
帯
数
六
戸
と

水
道
水
と
井
戸
水
の
併

用
世
帯
一
五
○
戸
の
認

定
後
の
使
用
実
態
の
調

査
や
把
握
方
法
は
。

②
異
議
の
申
し
立
て
は

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
使

用
水
量
の
認
定
（
算
定
）

の
根
拠
の
考
え
は
。

【
建
設
部
長
】

①
年
度
末
の
転
入
、
転

出
が
予
想
さ
れ
る
時
期

を
前
に
こ
の
１
月
下
旬

に
井
戸
水
な
ど
を
使
用

し
て
み
え
る
全
世
帯
に

人
員
の
変
更
や
井
戸
水

の
使
用
を
や
め
た
場
合

に
は
変
更
届
け
出
が
必

要
で
あ
る
旨
を
通
知
し

現
在
、
返
送
さ
れ
つ
つ

あ
る
変
更
届
け
出
書
を

集
計
中
で
あ
る
。

②
異
議
の
申
し
立
て
は

な
か
っ
た
。
こ
の
1
月

分
の
下
水
有
収
水
量
が

八
万
三
、五
○
六
平
方
メ

ー
ト
ル
、接
続
世
帯
は
三
、

五
五
九
世
帯
で
世
帯
当

り
約
二
三
平
方
メ
ー
ト

ル
、
町
の
平
均
世
帯
人

員
数
が
約
三
人
で
あ
り

認
定
水
量
の
三
人
世
帯

の
二
三
平
方
メ
ー
ト
ル

と
同
数
値
で
あ
り
使
用

者
の
態
様
を
勘
案
し
た

数
値
で
あ
る
。

第
四
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
策
定
の

背
景平

成
22
年
8
月
か
ら

前
期
計
画
の
施
策
・
事

業
の
成
果
と
課
題
を
検

証
し
、
社
会
経
済
状
況

や
住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化

も
踏
ま
え
て
基
本
計
画

部
分
の
見
直
し
を
行
い
、

平
成
23
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
5
ヵ
年

間
を
計
画
期
間
と
し
た

後
期
基
本
計
画
を
策
定

し
た
。

①
後
期
基
本
計
画
策
定

の
委
託
の
範
囲
は
ど
こ

ま
で
か
。

②
町
長
の
考
え
や
選
挙

公
約
等
の
内
容
は
、
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

③
作
業
的
に
平
成
23
年

度
予
算
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
せ
た
か
。

【
総
務
部
長
】

①
委
託
の
範
囲
は
、
計

画
策
定
の
前
提
と
な
る

町
民
意
識
調
査
ア
ン
ケ

ー
ト
（
二
、〇
〇
〇
人

対
象
）
な
ど
基
礎
調
査
、

前
期
基
本
計
画
に
掲
げ

た
施
策
・
事
業
の
達
成

状
況
の
検
証
、
後
期
基

本
計
画
原
案
作
成
、
後

期
基
本
計
画
に
掲
げ
た

重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進

行
管
理
等
の
四
つ
の
業

務
で
委
託
料
は
、
四
百

三
五
万
七
、五
○
○
円
。

③
昨
年
町
長
選
挙
の
実

施
で
、
町
長
が
変
わ
る

と
公
約
も
変
わ
る
可
能

性
も
考
慮
し
、
後
期
基

本
計
画
策
定
の
最
終
調

整
を
選
挙
後
の
七
月
に

行
っ
た
。

町
長
が
再
任
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
ほ
ぼ
公

約
等
は
後
期
基
本
計
画

の
主
要
施
策
に
反
映
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

【
町
長
】

②
総
合
計
画
は
、
行
政

と
い
う
あ
る
程
度
安
定

的
な
財
源
が
あ
る
中
で

策
定
さ
れ
て
い
る
。

町
長
の
任
期
は
4
年

間
で
あ
り
、
総
合
計
画

と
い
う
大
変
な
縛
り
を

感
じ
て
の
仕
事
で
あ
っ
た

が
、
最
初
の
選
挙
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
作
成
に
は
総

合
計
画
を
意
識
し
た
内

容
と
し
て
い
る
。

後
期
基
本
計
画
の
作

成
に
あ
た
っ
て
は
、
私

が
常
日
頃
言
っ
て
い
る

こ
と
を
分
か
り
や
す
い

言
葉
で
、
目
指
す
姿
に

向
か
う
た
め
の
手
段
を

し
っ
か
り
描
い
て
お
り
、

何
を
す
る
に
も
町
民
の

皆
さ
ん
の
力
を
借
り
る

と
い
う
協
働
の
考
え
方

を
示
し
な
が
ら
、
広
く

深
く
知
っ
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問問

問問

加
藤　

保
郎

答答

答答

答答

下
水
道
料
金
算
定
と
総
合
計
画
の
背
景
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こ
の
4
月
か
ら
胆

道
閉
鎖
症
の
早
期
発
見

の
た
め
の
「
便
の
カ
ラ

ー
カ
ー
ド
」
が
母
子
手

帳
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

1 

胆
道
閉
鎖
症
へ
の
認

識
を
伺
う

2 

カ
ラ
ー
カ
ー
ド
の
効

果
的
な
活
用
の
た
め
に

伺
う

①
保
健
師
な
ど
の
研
修

は
ど
う
行
う
か
。

②
保
護
者
へ
の
情
報
提

供
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

る
か
。

③
医
療
機
関
と
の
連
携

は
ど
う
す
る
か
。

④
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
の

周
知
、
啓
発
は
考
え
て

い
る
か
。

　

【
民
生
部
長
】

1　

胆
道
閉
鎖
症
は
、

肝
臓
と
十
二
指
腸
を
結

ぶ
胆
道
が
つ
ま
っ
て
し

ま
う
病
気
で
あ
る
。
肝

臓
で
作
ら
れ
た
胆
汁
が

十
二
指
腸
に
流
れ
な
い

た
め
、
黄
疸
を
引
き
起

こ
し
、
放
置
す
る
と
胆

汁
性
肝
硬
変
に
進
行
し

て
死
亡
に
至
る
な
ど
危

険
性
が
高
い
。

こ
の
病
気
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
で
あ
る
。

2
①
町
は
平
成
19
年

度
か
ら
便
の
カ
ラ
ー
カ

ー
ド
を
配
布
し
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
職
員
研
修

を
重
ね
て
い
る
。

②
母
子
健
康
手
帳
交
付

時
に
、
便
の
カ
ラ
ー
カ

ー
ド
を
配
布
し
、
そ
の

取
扱
い
と
注
意
点
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
る
。

③
医
師
・
保
健
師
な

ど
母
子
保
健
関
係
者
は
、

こ
の
病
気
の
専
門
知
識

を
有
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
赤
ち
ゃ

ん
の
状
況
を
確
認
し
、

小
さ
な
命
を
守
る
た
め

の
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
流

れ
が
形
成
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

④
こ
の
4
月
か
ら
母
子

健
康
手
帳
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
に
あ
た
り
、
記

載
内
容
の
変
更
に
つ
い
て

広
報
な
ど
で
周
知
し
て

い
く
。町

内
の
福
祉
施
設

2
箇
所
に
つ
い
て
伺
う

①
伏
見
児
童
館
の
老
朽

化
、
耐
震
性
を
懸
念
し
、

災
害
時
の
避
難
所
と
健

康
作
り
の
た
め
の
筋
ト

レ
教
室
、
子
ど
も
の
遊

び
場
と
し
て
児
童
館
な

ど
の
複
合
施
設
と
し
て

新
し
く
立
て
替
え
る
考

え
は
な
い
か
。

②
障
が
い
者
本
人
や
保

護
者
の
高
齢
化
が
進
む

中
、
障
が
い
を
持
っ
た
方

の
自
立
と
言
う
観
点
か

ら
も
障
が
い
を
も
っ
た

方
が
入
所
し
生
活
で
き
る

「
ケ
ア
ホ
ー
ム
」
の
必

要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。

障
害
者
支
援
多
機
能

事
業
所
「
あ
ゆ
み
館
」

北
側
の
町
有
地
に
建
設

用
地
は
用
意
さ
れ
て
い

る
が
建
設
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

早
期
建
設
を
求
め
る
。

【
町
長
】

一
般
論
と
し
て
は
、

町
内
に
あ
る
施
設
は
維

持
管
理
に
よ
り
、
い
か

に
延
命
を
図
る
か
が
町

の
立
場
で
あ
る
。

①
伏
見
児
童
館
は
耐
用

年
数
38
年
に
対
し
既
に

40
年
が
経
過
し
、
耐
震

診
断
上
も
危
険
な
建
物

で
あ
る
と
認
定
さ
れ
て

お
り
、
対
応
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。

伏
見
児
童
館
に
つ
い

て
は
、
こ
の
1
年
間
で

の
し
っ
か
り
し
た
議
論

を
踏
ま
え
、
子
ど
も
を

中
心
と
し
て
高
齢
者
に

も
現
役
世
代
の
メ
タ
ボ

対
策
と
し
て
も
使
用
で

き
る
施
設
と
し
て
、
名

鉄
八
百
津
線
跡
地
も
含

め
た
地
域
的
な
活
用
シ

ナ
リ
オ
を
描
け
た
ら
と

考
え
て
い
る
。

②
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

は
、
障
が
い
者
の
保
護

者
が
高
齢
化
す
る
こ
と

か
ら
、
必
要
性
に
つ
い

て
提
案
し
て
き
た
。

今
後
手
が
け
る
と
す

れ
ば
、
民
設
民
営
を
基

本
と
し
、
多
く
の
機
能

を
持
た
せ
、
近
い
と
こ

ろ
で
の
設
置
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

財
源
は
、
町
の
福
祉

向
上
基
金
や
、
電
源
立

地
交
付
金
等
と
国
・
県

の
補
助
金
や
交
付
金
を

活
用
し
、
有
利
な
組
み

合
わ
せ
と
し
た
い
。

で
き
る
限
り
「
御
嵩

の
子
は
御
嵩
で
」
の
考

え
方
で
、
福
祉
を
充
実

さ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
デ
ー
タ
を
出
し

な
が
ら
前
向
き
な
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

答答

答答

大
沢
ま
り
子

問問

問問

伏
見
児
童
館
・
ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
建
設
に
向
け
前
向
き
に
検
討
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防
災
行
政
に
つ
い

て
東
日
本
大
震
災
を
受

け
防
災
行
政
が
見
直
し

さ
れ
て
い
る
中
、
日
本

と
い
う
国
は
「
互
助
」

の
精
神
の
上
に
成
り
立

ち
助
け
合
え
る
国
民
だ

と
思
う
。
御
嵩
町
も
2

年
続
け
て
の
豪
雨
災
害

が
襲
い
、
亜
炭
廃
坑
の

問
題
も
あ
り
、
大
規
模

災
害
に
対
す
る
平
時
の

「
そ
な
え
」
と
し
て
3

点
伺
う
。

①
昨
年
、
宮
城
県
の
方

へ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
成
果
と
今
後
の
防
災
、

減
災
の
課
題
。

②
民
間
事
業
者
と
の
災

害
時
応
援
協
定
の
現
状

と
今
後
の
考
え
方
。

③
自
治
体
間
に
お
け
る

災
害
時
応
援
協
定
の
現

状
と
今
後
の
考
え
方
。

【
総
務
部
長
】

①
昨
年
4
回
に
わ
た
り

消
防
団
員
と
町
職
員
が

宮
城
県
七
ケ
浜
町
で
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
大
き
な
被
害
を
被

っ
た
石
巻
市
で
の
視
察

を
行
っ
た
。
参
加
者
の

得
た
一
番
大
き
な
教
訓

は
、
災
害
の
想
定
を
出

来
る
限
り
広
く
し
、
そ

れ
へ
の
柔
軟
な
対
応
能

力
を
向
上
さ
せ
る
必
要

性
で
あ
っ
た
。
こ
の
教
訓

を
、
平
成
24
年
度
か
ら

実
施
す
る
御
嵩
町
地
域

防
災
計
画
の
修
正
、
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
、
9
月
の
防
災

訓
練
な
ど
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。

②
現
在
、
19
の
民
間
事

業
者
と
災
害
時
応
援
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。
主

な
内
容
は
、
人
的
支
援
、

道
路
等
の
応
急
復
旧
、

飲
料
水
の
提
供
、
生
活

必
需
品
の
調
達
、
施
設

の
開
放
な
ど
。
昨
年
、

一
昨
年
の
豪
雨
災
害
で

は
協
定
が
有
効
で
あ
っ

た
。
今
後
、
新
た
な
分

野
で
応
援
協
定
を
締
結

で
き
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

③
現
時
点
で
は
、
他
の

自
治
体
と
災
害
時
応
援

協
定
を
締
結
し
て
い
な

い
。
今
後
、
同
じ
災
害
で
、

被
害
を
被
ら
な
い
程
度

の
距
離
の
市
町
村
と
協

定
が
締
結
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

公
共
施
設
（
建
物

関
係
）
の
改
修
に
つ
い
て

御
嵩
町
が
管
理
し
て

い
る
公
共
施
設
は
、
役

場
庁
舎
を
は
じ
め
数
多

く
あ
る
が
、
大
変
厳
し

い
町
財
政
の
中
、
施
設

の
維
持
管
理
に
努
め
て

い
る
と
考
え
る
。
大
規

模
改
修
、
小
規
模
修
繕

は
、
耐
用
年
数
等
考
え

て
計
画
的
に
行
な
っ
て
い

る
か
伺
う
。【

総
務
部
長
】

町
の
公
共
施
設
は
、

人
口
が
急
増
し
て
い
た

昭
和
50
年
代
に
補
助
金

を
活
用
し
て
建
て
ら
れ

た
も
の
が
多
く
、
現
在

か
な
り
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
こ
う
し
た
施

設
の
耐
震
工
事
や
改
修

は
、
総
合
計
画
に
規
定

す
る
3
ヵ
年
ご
と
の
実

施
計
画
に
お
い
て
、
当

該
工
事
の
重
要
度
、
活

用
可
能
な
補
助
制
度
な

ど
参
考
に
優
先
順
位
を

付
け
計
画
的
に
工
事
を

実
施
し
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業
に
つ
い
て

工
事
対
象
を
限
定

せ
ず
、
町
内
業
者
の
施

工
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
の
経
費
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業
が
、
住

民
の
居
住
環
境
の
向
上

と
、
町
内
業
者
の
活
性

化
、
振
興
を
図
る
上
で

必
要
と
考
え
る
が
、
町

長
の
所
信
を
伺
う
。

【
町
長
】

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
は
、
現
時
点
で
は
効

果
が
期
待
で
き
る
か
確

か
で
な
い
た
め
視
野
に
入

っ
て
い
な
い
。

財
源
の
問
題
も
あ
り
、

こ
の
方
法
も
含
め
何
ら

か
の
良
い
方
法
が
な
い

か
探
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

町
内
業
者
が
生
き

延
び
、
納
税
し
て
い
た

だ
く
の
が
理
想
で
あ
り
、

安
く
て
良
い
も
の
が
提

供
さ
れ
る
た
め
の
努
力

を
期
待
し
て
い
る
。

一
般
質
問

問問

問問

問問

答答

答答

答答

高
山　

由
行

災
害
時
応
援
協
定
の
現
状
と
今
後
の
考
え
方
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役
場
職
員
駐
車
場

の
有
料
化
に
つ
い
て

以
前
、
こ
の
件
に
つ

い
て
提
案
し
ま
し
た
が
、

今
回
改
め
て
提
案
し
ま

す
。可

児
市
な
ど
近
隣
の

自
治
体
、
各
金
融
機
関

な
ど
も
有
料
化
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆

様
も
有
料
化
に
対
し
て

賛
成
の
意
見
が
圧
倒
的

で
す
。
駐
車
料
金
に
つ
い

て
は
一
、○
○
○
円
、
一
、

五
○
○
円
、
二
、○
○

○
円
、
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

現
在
駐
車
場
利
用
者

は
正
職
員
が
一
○
四
名
、

臨
時
職
員
は
三
○
名
で

す
。
月
額
一
、
○
○
○

円
で
す
と
年
間
一
六
○

万
円
、
二
、○
○
○
円

だ
と
年
間
二
四
○
万
円

の
収
入
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
有
料
化
に
よ
り
少

し
で
も
名
鉄
の
利
用
促

進
、
ま
た
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

に
も
貢
献
し
ま
す
。

私
た
ち
議
員
も
議
会

改
革
を
進
め
る
べ
く
勉

強
会
を
発
足
し
研
究
し

て
い
ま
す
。

私
が
議
員
に
な
っ
た

平
成
11
年
は
議
員
定
数

一
八
名
、
今
は
一
二
名
に

削
減
し
、
費
用
弁
償
も

原
則
廃
止
な
ど
実
施
し

て
い
ま
す
。

実
施
す
る
に
当
た
り

①
条
例
を
新
た
に
作
る

②
職
員
と
の
話
し
合
い

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
職
員
の
皆
様
の
理

解
を
得
、
実
施
を
期
待

し
ま
す
。

【
町
長
】

こ
の
件
に
つ
い
て
は
以

前
に
も
質
問
・
提
言
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

ま
ま
の
状
態
で
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

近
隣
の
自
治
体
を
調

べ
ま
し
た
が
有
料
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
職
員
会

に
議
論
を
促
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

有
料
化
に
つ
い
て
は

財
政
の
観
点
よ
り
も
志

の
問
題
と
し
て
の
質
問

と
理
解
い
た
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
、
名
鉄
の

利
用
促
進
に
も
貢
献
す

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
職

員
会
に
も
働
き
か
け
実

現
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

公
務
災
害
規
定
に
矛

盾
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
考
慮
し
な
が
ら
実
現

に
向
け
職
員
の
方
々
に

理
解
を
得
る
べ
く
努
力

を
い
た
し
ま
す
。

公
共
料
金
な
ど
の

滞
納
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て毎

年
の
歳
入
歳
出
決

算
書
に
「
収
入
未
済
額
」

と
し
て
公
表
さ
れ
て
い

る
税
・
使
用
料
等
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
収

入
未
済
額
合
計
が
平
成

22
年
度
で
三
億
八
、○

○
○
万
円
と
な
っ
て
い

る
中
、
町
長
と
し
て
も

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

公
平
・
公
正
の
観
点
か

ら
も
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。「
払
わ
な
い
人
」・

「
払
え
な
い
人
」
を
区

別
し
、
払
わ
な
い
人
に

は
毅
然
と
し
た
態
度
で

臨
み
、
行
政
と
し
て
の

責
務
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
前
、
こ
の
問
題
を

取
り
上
げ
、
一
例
と
し

て
町
営
住
宅
家
賃
の
滞

納
に
つ
い
て
高
額
の
滞
納

者
に
強
い
内
容
で
の
督

促
状
を
出
し
支
払
い
を

促
し
た
と
こ
ろ
、
何
ら

か
の
形
で
支
払
い
に
応

じ
た
事
例
が
あ
り
ま
し

た
。国

会
で
も
某
政
党
が

各
種
滞
納
金
に
つ
い
て
は

一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
応

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
テ

レ
ビ
報
道
で
も
こ
の
問

題
を
特
集
し
、
強
制
執

行
な
ど
の
強
い
態
度
で

臨
ん
で
い
る
自
治
体
の

対
応
を
放
映
し
て
お
り

ま
し
た
。

財
政
の
面
か
ら
も
公

正
・
公
平
の
観
点
か
ら

も
更
な
る
対
応
を
求
め

ま
す
。

【
副
町
長
】

資
料
と
し
て
提
出
し

ま
し
た
が
、
国
民
健
康

保
険
税
の
よ
う
に
大
変

収
納
率
の
悪
い
項
目
も

あ
り
、
経
営
が
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
。
専
門

員
を
置
い
て
回
収
に
努

め
る
努
力
を
し
て
お
り

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
繰
越
分
を
含
む

七
一
％
の
収
納
率
は
例

外
と
し
て
、
他
の
税
や

使
用
料
は
九
〇
％
代
前

半
の
収
納
率
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
収
納

も
成
果
が
上
が
っ
て
お

り
、
今
後
と
も
あ
ら
ゆ

る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用

し
、
財
政
面
か
ら
も
公

平
・
公
正
の
観
点
か
ら

も
各
課
が
連
携
し
、
情

報
を
共
有
し
た
中
で
、

差
押
等
の
法
的
手
段
を

積
極
的
に
進
め
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
収
納
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

問問

答答

答答

佐
谷　

時
繁

信
頼
さ
れ
る
行
政
を

問問
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平
成
22
年
度
に
国

の
緑
の
分
権
改
革
政
策

に
よ
る
補
助
を
受
け
て
、

平
成
23
年
2
月
に
は「
御

嵩
町
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策

定
さ
れ
た
。
そ
の
中
で

太
陽
光
発
電
マ
ッ
プ
が

公
表
さ
れ
た
。

平
成
24
年
度
の
予
算

に
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
補
助
金
と
し

て
五
○
○
万
円
が
、
災

害
時
の
被
災
者
支
援
を

条
件
に
シ
ス
テ
ム
導
入

者
に
補
助
す
る
こ
と
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

緑
の
分
権
改
革
の
本

旨
は
、
ク
リ
ー
ン
な
地

場
資
源
の
活
用
で
地
域

の
産
業
振
興
で
あ
っ
た
。

現
在
展
開
さ
れ
て
い

る
施
策
の
中
に
も
、
運

営
次
第
で
緑
の
分
権
改

革
の
本
旨
に
沿
う
こ
と

が
可
能
な
も
の
も
あ
り
、

そ
う
し
た
も
の
は
運
営

方
法
を
見
直
し
、
新
た

に
新
産
業
・
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
向
け
た
施
策
展

開
で
、
流
れ
を
止
め
る

こ
と
な
く
、
地
域
振
興

に
努
め
て
頂
き
た
い
。

【
総
務
部
長
】

御
嵩
町
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
行

っ
た
町
民
千
名
の
意
識

調
査
で
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
た
め
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
「
関

心
が
あ
る
」
と
答
え
た

方
は
約
七
○
％
を
占
め
、

利
用
を
検
討
し
て
い
る

方
で
は
「
安
く
な
っ
た

ら
利
用
し
た
い
」
と
い

う
意
見
が
約
六
○
％

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
利

用
し
た
い
と
思
わ
な
い

と
答
え
た
方
で
も
「
初

期
投
資
費
用
が
か
か
る

か
ら
」
と
い
う
答
え
が

五
七
％
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
環
境
へ
の
意
識
を

背
景
に
先
ず
、
来
年
度

太
陽
光
発
電
へ
の
補
助

制
度
を
設
け
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の

起
爆
剤
と
し
た
い
。
そ

れ
以
外
の
今
後
の
展
開

は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
で
あ
る
「
み
た
け
型

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」

に
沿
っ
て
具
体
的
施
策

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

御
嵩
町
は
以
前
に

二
億
円
以
上
の
企
業
誘

致
奨
励
金
を
支
払
っ
て

い
た
。
来
年
度
で
は
四
、

○
○
○
万
円
を
割
り
込

む
と
い
う
予
算
計
上
が

な
さ
れ
て
お
り
、
年
々

減
額
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
奨
励
金
は

町
内
に
企
業
を
誘
致
し
、

将
来
の
固
定
資
産
税
や

法
人
税
ア
ッ
プ
に
繋
げ

る
た
め
に
設
定
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

企
業
誘
致
奨
励
金
が

減
額
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
新
た
な
企
業
の

進
出
が
少
な
く
な
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
る
が
、
将
来
に
備

え
て
の
税
収
増
に
繋
が

る
産
業
振
興
や
企
業
誘

致
に
振
り
向
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

今
回
も
補
正
予
算
で

企
業
誘
致
奨
励
金
が
減

額
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
時
も
将
来
の
税
収

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
政
策

展
開
を
願
い
た
い
と
思

う
。

【
総
務
部
長
】

企
業
誘
致
奨
励
金

は
、
固
定
資
産
税
と
し

て
一
旦
納
税
さ
れ
た
も

の
を
、
納
税
し
た
企
業

に
奨
励
金
と
し
て
そ
の

相
当
額
を
交
付
す
る
制

度
で
あ
る
。
当
初
予
算

で
は
、
納
税
額
の
見
込

み
を
計
上
し
て
い
る
が
、

実
際
に
納
税
さ
れ
た
固

定
資
産
税
が
当
初
見

込
み
が
景
気
低
迷
等
で

減
少
し
た
こ
と
で
、
そ

れ
に
連
動
し
て
約
四
、

〇
〇
〇
万
円
交
付
額
が

減
額
し
た
も
の
で
あ
り
、

格
別
余
剰
財
源
が
生
じ

た
も
の
で
は
な
い
。ま
た
、

固
定
資
産
税
は
、
一
般

財
源
で
、
町
が
様
々
な

施
策
に
充
て
る
財
源
で

あ
る
が
、
一
旦
町
に
納
税

さ
れ
奨
励
金
と
し
て
交

付
し
て
い
る
の
で
、
財
源

が
乏
し
く
財
政
力
の
弱

い
地
方
自
治
体
に
交
付

さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、

固
定
資
産
税
が
一
旦
納

税
さ
れ
た
こ
と
で
減
額

さ
れ
る
と
い
う
側
面
も

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
さ

れ
た
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
へ

の
企
業
誘
致
が
ほ
ぼ
終

了
し
た
現
在
、
次
な
る

税
収
確
保
の
た
め
の
企

業
誘
致
策
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
あ
り
、

最
優
先
で
検
討
し
た
い
。

問問

問問

答答

答答

伊
崎　

公
介

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
産
業
振
興
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広
見
線
存
続
の
た

め
の
法
定
協
議
会
に
関

し
て

①
御
嵩
町
議
会
で
は「
名

鉄
広
見
線
存
続
の
た
め

の
法
定
協
議
会
設
立
に

関
す
る
決
議
」
を
平

成
22
年
第
2
回
定
例
会

で
全
員
の
賛
成
に
よ
り

決
議
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
長
の
公
約
で
は
平
成

23
年
度
中
に
法
定
協
議

会
を
設
置
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
い
ま

だ
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
臨
ま
れ
る
か
。

②
名
鉄
と
の
話
し
合
い

は
ど
の
く
ら
い
の
頻
度

で
、
ど
の
よ
う
な
内
容

を
話
し
合
っ
て
い
る
の
か
。

③
エ
コ
バ
ス
の
運
行
は
平

成
23
年
度
で
補
助
が
打

ち
切
り
と
な
り
当
初
か

ら
分
か
っ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
平
成
24
年
度
は

町
の
費
用
で
運
行
を
計

画
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
試
行
運
転
中
に
ど

う
い
う
検
討
を
さ
れ
て

き
た
の
か
。

【
企
画
調
整
担
当
参
事
】

①
利
用
者
数
減
が
下
げ

止
ま
ら
な
い
中
、
最
大

の
論
点
は
平
成
25
年
度

以
降
の
存
続
に
向
け
た

御
嵩
町
・
可
児
市
の
財

政
支
援
の
あ
り
方
と
金

額
。
平
成
25
年
度
当
初

予
算
案
へ
の
反
映
が
不

可
避
の
課
題
で
あ
り
踏

み
込
ん
だ
議
論
に
入
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
名
鉄
・

可
児
市
と
調
整
中
。
可

児
市
の
法
定
協
議
会
設

置
に
関
す
る
判
断
は
な

お
明
確
な
も
の
と
な
っ

て
お
ら
ず
、
御
嵩
町
と

し
て
説
明
を
尽
く
し
早

期
の
枠
組
み
構
築
に
努

め
る
。

②
頻
度
は
概
ね
2
ヶ
月

に
一
回
程
度
。
内
容
は

利
用
促
進
策
の
他
、
今

後
の
財
政
支
援
の
あ
り

方
、
金
額
等
。

③
町
民
意
見
交
換
会
、

公
共
交
通
研
究
会
を
開

催
。
広
見
線
を
軸
と
し
、

エ
コ
バ
ス
の
成
果
も
取
り

込
み
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

導
入
も
含
め
た
新
バ
ス

交
通
体
系
案
を
取
り
ま

と
め
つ
つ
あ
る
。
平
成

25
年
度
移
行
を
目
指
し

て
お
り
、
経
過
措
置
と

し
て
一
般
財
源
で
の
事

業
継
続
を
提
案
し
た
。

わ
い
わ
い
館
に
つ
い
て

①
わ
い
わ
い
館
は
平
成

22
年
5
月
に
開
館
し
た
。

当
初
よ
り
、
運
営
形
態

は
指
定
管
理
者
制
度
の

移
行
を
考
え
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ま
で
民
営
化
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
議
論
を

さ
れ
、
検
討
を
重
ね
て

き
た
の
か
。
今
後
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
て
い
く

か
。

②
わ
い
わ
い
館
は
ま
ち

づ
く
り
の
情
報
発
信
の

場
で
も
あ
る
。
観
光
情

報
だ
け
で
な
く
地
域
情

報
発
信
を
し
て
い
く
場

で
あ
る
と
考
え
る
。
横

の
連
携
も
取
り
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
に
情
報
発
信

を
し
て
い
く
の
か
。

③
わ
い
わ
い
館
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
お
ら

ず
、
使
い
辛
い
。
何
か
対

応
策
は
な
い
の
か
。

【
総
務
部
長
】

①
指
定
管
理
者
制
度
へ

の
移
行
に
つ
い
て
は
、
当

時
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ

げ
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
経
費
の
節
減
が
期
待

で
き
る
団
体
が
あ
れ
ば

移
行
さ
せ
た
い
と
の
考

え
を
変
え
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
現
時
点

で
団
体
が
育
っ
て
い
な
い

の
で
、
引
き
続
き
管
理

運
営
を
安
心
し
て
任
せ

ら
れ
る
団
体
や
団
体
の

指
導
者
の
育
成
を
図
っ

て
行
き
た
い
。

②
今
後
は
、
茶
房
棟
に

情
報
端
末
を
設
置
し
、

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
網
羅
し
発
信
し
て
い

き
た
い
。

③
ス
タ
ッ
フ
の
移
動
介
護

で
対
応
し
た
い
。

問問

問問

答答

答答

岡
本　

隆
子

広
見
線
存
続
に
向
け
た
法
定
協
議
会
の
設
置
は
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常任委員会視察研修レポート常任委員会視察研修レポート

１　視察研修目的　　環境に配慮した施設について
（児童福祉施設並びに学校教育施設等）

２　視察研修日　　平成24年２月１日（水）・２日（木）
３　視察研修先　　静岡県伊豆の国市　
４　参 加 委 員　　委 員 長　佐谷　時繁　　副委員長　山田　儀雄
　　　　　　　　　　委　　員　大沢まり子　　委　　員　植松　康祐
　　　　　　　　　　委　　員　柳生　千明　　委　　員　安藤　雅子
５　伊豆の国市の取り組み状況

Ⅰ　資源環境センター「農
の

土
ど

香
か

」
竣　　工………平成22年10月19日
建設面積………1,768㎡
総事業費………202,508 千円
①建設趣旨：平成 19年 3月に策定した市の「第１次
総合計画」に基づき「安全・安心・健康の街づくり
　キーワードは“食と農”」を位置づけた。具体的
な施策として、蓄糞や食品残渣などを活用し、有機
質堆肥を製造し、それを利用して栽培した、安全で安心な野菜や米を市民や観光客に提供。
食による健康づくりに結びつけた循環型社会を形成する。その中心的施設として建設。
採算を第一目標とはしない。
②建設概要：混合槽、１次堆積発酵槽、製品置場、袋詰施設、管理棟、トイレ、トラックスケ
ール
③１次が堆積型、２次がロータリー攪拌による発酵、トータルで 45日から 60日で堆肥を製
造する、また、臭気を抑えて発酵させる方式。処理過程で排水も出ないシステムを採用。
④搬入量：食品残渣（旅館、ホテル、市内給食センター）・牛糞・剪定枝などでトータル
4,700kg ／日

Ⅱ　伊豆の国私立長岡幼稚園
コンセプト：「よく遊びよく学ぶ幼稚園」「安全・安心な

幼稚園」「地域に開かれた幼稚園」
●明るくて風通しのよい保育室：各保育室には、一部
開閉式のトップライトを設け、明るくて風通しのよ
い保育室
●温かみのある木造の園舎：内部は木の柱や梁が見え
るデザインとし、自然素材を多く用いることで、優

民生文教常任委員会
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しい雰囲気にした。
●園舎の真ん中の多目的ホール：雨の日などの子どもたちの遊び場として、さまざまな活用を
可能にした。
●広く見渡しのきく廊下：廊下幅をゆったりと取ることで、子どもたちが安心して駆け回るこ
とが出来る。また、職員室から廊下やホールを介して各保育室が見渡せる。

Ⅲ　伊豆の国市立大仁中学校
エコスクールパイロット・モデル事業の認定校
コンセプト：自然の力を利用し地球環境に配慮した「低

環境負荷、省エネ型校舎」「地域で育む　
もうひとつの家」

●自然の光：安定した自然光を取り入れ、強い直射日光
はカット
●自然の熱：屋根面の太陽熱を利用したOMソーラー
システムの採用
●自然の風：大仁スクエアを中心とした中庭型プランで自然通風に配慮
●自然の雨：屋根に降った雨水を集めて、トイレ洗浄に利用
　
校舎棟鉄筋（コンクリート）：地上3階
部屋棟：地上2階鉄筋コンクリート
第１グランド、第２グランド、テニスコート（4面分）
総工費23億 4千 6百万円

■質の高い教育空間をそなえた学校……………………ハイクオリティスクール
■生徒・地域の皆が安心して利用できる学校…………セイフティースクール
■季節を感じ快適に過ごせる学校………………………エコスクール
■地域社会の未来へ残す長寿命化を目指した学校……センチュリースクール

総評　３町が合併して平成 17年に約５万人の「伊豆の国市」が誕生した。国の合併推進の恩恵
を受け、大きな財政的援助を糧に積極的にインフラ整備を行ってきた。財政規模の違いや街の
成り立ちの違いなどを考えると御嵩町とはかなりの違いがあるが、環境に配慮した政策や、将
来を担う子どもたちに対する目線は大いに参考になった。
この地域は地震などの自然災害が懸念される地域であり、そのことを十分配慮した高品質の
学校である。高台に建設されておりいざというときの市民の避難場所としても大きな位置づけ
となっている。
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１　視察研修目的　　・被災者支援システム（西宮市）
災害時の被災者支援に被災者支援システムの活用法

・まちづくりと地域振興（宝塚市）
まちづくり基本条例と市民参加条例を活用した地域振興

２　視察研修日　　平成24年２月７日（火）・８日（水）
３　視　察　先　　兵庫県西宮市・宝塚市
４　参 加 委 員　　委 員 長　伊崎　公介　　副委員長　加藤　保郎　　
　　　　　　　　　　委　　員　谷口　鈴男　　委　　員　岡本　隆子
　　　　　　　　　　委　　員　山口　政治　　委　　員　高山　由行
５　視察研修結果

■西宮市
（1）西宮市の概要
　　　人　口：472,055 人（H23.4.1 現在）
　　　世帯数：206,841 世帯（　〃　）
　　　面　積：100.18㎢
（2）まとめ
被災者支援システムは、2006 年に「財団

法人自治情報センター」に被災者支援システ
ム全国サポートセンター経由でリリースされ
た。東日本大震災前に 230 自治体が導入し
ていたに過ぎなかった。東日本大震災直後に
西宮市が救援を申し入れられ、受け入れられ
た自治体では住民基本台帳すら流失していたが、住基ネットから得たデータをもとに被災証明書を発
行できた例もあったという。また、東日本大震災以降は震災前の 3倍以上の 740自治体で導入され
ている。
御嵩町も被災者支援システムは導入されており、このシステムは住民基本台帳のデータさえあれば、
そのデータをもとに被災者台帳が作成され、家屋の被災状況、安否情報、避難先、銀行口座が一括管
理される。これにより義援金の支給などがスムーズになった。端末入力により避難所での入力も可能
であり、避難した住民（乳児や要介護者等）にあった救援物資の給付等が可能である。
このシステムは行政の仕組みや制度を理解した行政マンが作成したものであるため、実践に大いに
役立つシステムであるという感触が得られた。また、その後の災害で浮き彫りになった課題も克服し
ながら改善されていくであろう。
こうしたシステムは使用する機会がないのが一番であるが、災害時に備えて避難訓練に取り入れる
等、理解を深めておきたいものである。また、行政マンが行政の計画や立案を住民の立場で作成する
重要性も大いに感じた。何ごとに対してもコンサルタントに丸投げすることなく、行政マンが地に足
がついた計画や立案することも重要である。

総務建設産業常任委員会
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■宝塚市
（1） 宝塚市の概要
　　　人　口：226,164 人（H23.4.1 現在）
　　　世帯数：92,395 世帯（　〃　）
　　　面　積：101.89㎢
 （2） 宝塚市のまちづくりの現状
市内の７ブロックの地域計画から大中小エ
リアのコミュニティが組織され、大エリアは、
生活完結型ブロックに連絡会議（自治会役員、
民営・児童委員、PTA役員などまちづくり
協議会の代表）がある。中エリアは、小学校
区約１万人程度で組織され、地域のまつり、
運動会などの催し、行政の地域情報との出会い等の実際の活動主体。小エリアは近隣200～300世帯
の自治会レベルのコミュニティであるが、街頭ケア等の防災防犯、相互扶助の役割等が組織された。
その中でもまちづくり協議会は主に中コミュニティで組織されており、○○コミュニティという呼
称で呼ばれ、30万円から 80万円の補助により、まつりや勉強会、情報ネットワークなどのコミュニ
ティ活動や交通安全対策活動、地域美化活動を行っており、それぞれの趣向をこらした情報誌がコミ
ュニティで発行されることが義務付けられている。催しは地域に密着したものであり、世帯が活動主
体でないため、一部の人のための活動ではなく、世代を超えて幅広い住民の参加が地域コミュニティ
で役立っている。
自治会崩壊の危機と住民が主体になった行政への参画が合体した宝塚市のまちづくりの初動はどこ
の地域でもできるとは言え
ないが、誰かが主導しその
ために補助金を獲得してく
るというものではなく、コ
ミュニティ内の自主的な活
動が地域を作り上げ、行政
の手の届かないところま
で、住民との協同で実現で
きるまちを作り上げたとい
える。こうした活動の利点
として、地域の能力ある人
材を発掘できる点もあった
という。御嵩町でもそれぞ
れの地域にて起動したコミ
ュニティを確立していきた
いと感じた。

◎議決機関と執行機関
町議会は議決機関として、町政を進めるうえで大切
なことがらを話し合い、決めていくところです。
そして、町長をはじめとする執行機関は、町議会の
決定にそって実際に仕事を進めていきます。

町の仕事の内容や、お金の使い方
について提案します。

町の仕事の内容や、お金の使い方
について協議し、決定します。

町民のくらしを
よくする仕事を
します。

議会 町長

町民

私たちの意見や希望を
かなえてくれる人を選
挙で選びます。

議
長

町議会の町議会の

やくわりは？やくわりは？

町議会の町議会の

やくわりは？やくわりは？
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町議会の一般質問を町議会の一般質問を
ケーブルテレビ可児で放映していますケーブルテレビ可児で放映しています

現在、御嵩町議会では、定例会で行われ
る一般質問をケーブルテレビ可児で放映し
ています。
一般質問の様子は、当日に生放送される
予定ですが、録画放送及び再放送もされま
すので、町議会を傍聴することができない
方は、ぜひご覧ください。
御嵩町議会をご覧になるには、ケーブル
テレビ可児に加入していただく必要があり
ますが、詳しくは、下記にお問い合わせく
ださい。

議
員
に
な
っ
て
か
ら

町
内
各
所
で
行
わ
れ
る

催
し
物
に
伺
う
機
会
が

増
え
ま
し
た
。
会
に
出

て
も
、
行
事
に
出
て
も

町
民
の
皆
さ
ん
が
活
発

に
一
生
懸
命
活
動
し
て

み
え
る
姿
に
出
会
い
ま

す
。
こ
の
皆
さ
ん
の
活
動

や
思
い
が
縦
に
も
横
に

も
つ
な
が
っ
て
、
よ
り
大

き
な
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
私
達
議
員
も
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」で
は
、

審
議
結
果
を
個
人
表
に

し
て
○
×
で
、
反
対
意

見
の
討
論
も
で
き
る
だ

け
載
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
興
味
を
も
っ
て

読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。
感
想
、
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

（
Ａ
・
Ｍ
）

編

集
後
記

1
日  

民
生
文
教
常
任
委
員
会
視
察

研
修

2
日  

民
生
文
教
常
任
委
員
会
視
察

研
修

6
日  

議
会
運
営
委
員
会

 
 

全
員
協
議
会

7
日  

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

視
察
研
修

8
日  

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

視
察
研
修

9
日  

可
茂
地
域
市
町
村
議
会
議
長

会
議

10
日  

第
１
回
臨
時
会

16
日  

名
鉄
広
見
線
対
策
特
別
委
員

会

17
日  

議
会
運
営
委
員
会

 
 

み
た
け
産
業
交
流
会

22
日  

民
生
文
教
常
任
委
員
会
協
議

会

23
日  

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

協
議
会

27
日  
全
員
協
議
会

 
 

議
会
運
営
委
員
会

29
日  

第
１
回
定
例
会
（
初
日
）

1
日  

中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組

合
議
会
定
例
会

2
日  

可
児
川
防
災
た
め
池
組
合
議

会
定
例
会

 
 

可
茂
地
域
一
部
事
務
組
合
議

会
定
例
会

7
日  

第
１
回
定
例
会
（一般
質
問
）

 
 

全
員
協
議
会

8
日  

第
１
回
定
例
会

9
日  

中
学
校
卒
業
式

12
日  

御
嵩
小
学
校
議
会
見
学

13
日  

民
生
文
教
常
任
委
員
会
協
議

会

14
日  

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

協
議
会

 
 

Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の　

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

16
日  

第
１
回
定
例
会
（
最
終
日
）

23
日  

小
学
校
卒
業
式

25
日  

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

26
日  

保
育
園
卒
園
式

27
日  

郡
町
村
議
会
議
長
会
長
会

28
日  

可
茂
地
域
懇
談
会

29
日  

共
和
中
学
校
組
合
議
会

1
日  

御
嵩
町
消
防
団
入
退
団
式

3
日  

御
嵩
保
育
園
入
園
式

 
 

教
職
員
歓
送
迎
会

4
日  

議
会
報
編
集
委
員
会

 
 

各
保
育
園
入
園
式

9
日  

小
・
中
学
校
入
学
式

11
日  

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促

進
岐
阜
県
期
成
同
盟
会
定
期

総
会

12
日  

名
鉄
広
見
線
対
策
特
別
委
員

会

 
 

全
員
協
議
会

13
日  

亜
炭
廃
坑
対
策
特
別
委
員
会

20
日  

可
茂
町
村
議
会
議
長
会

23
日  

議
会
報
編
集
委
員
会

26
日  
議
会
活
性
化
研
究
会
研
修

2
月

3
月

4
月

【
24
年
2
月
〜
4
月
】

議
会
日
誌

議
会
日
誌

【問合せ先】株式会社　ケーブルテレビ可児　〒 509-0214　可児市広見７丁目 90番地　☎ 0574-63-7955


